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1 大潟村環境基本計画 ～豊かな自然環境と共生する村～ 

大潟村では、平成２１年度に策定された総合村づくり計画において、環境に対する意識改革を積極的に進めながら、環境への負

荷の少ない持続可能な循環社会への転換を進め、自然と共生する地域社会を実現することが重要であるとし、「豊かな自然と共生

する村」の実現を基本目標の一つとして掲げました。それを受け、平成２４年には「大潟村環境基本条例」を制定し、平成２５年

に「大潟村環境基本計画」を策定しました。 

本計画は環境分野における最上位の計画であり、環境に関わりがある村の施策や事業は、環境保全の観点から本計画との整合を

図って実施します。 

■望ましい環境像    ～豊かな自然環境と共生する村～ 

■４つの基本目標と取り組みの方向性 

 

 

 

 

•自然環境及び生態系の保全
•環境活動団体の活動支援、ネットワークづくり自然環境保全の推進

•公共施設における環境対策の推進
•自然エネルギーの生産供給基地化
•環境対策の啓発・普及促進

地球環境対策の
普及・啓発

•適正な廃棄物処理の推進
•廃棄物減量化・リサイクルの推進

廃棄物の適正処理と
リサイクルの推進

•環境美化活動の推進
•環境衛生活動の推進・環境関連施設の適正管理
•田園風景の保全・景観づくり活動の支援

環境美化と
環境衛生の推進

【 基本目標 】 【 方  針 】 
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 ■基本理念と基本方針  【大潟村環境基本条例より】 

（基本理念）  

第３条 環境の保全及び創造は、 次に掲げる事項を基本理念として行うものとする。  

(1) 村民が、健康で安全かつ快適な生活を営むことのできる恵み豊かな環境を確保し、その環境を将来の村民に引き継いでいく

こと。 

(2) 人間が生態系の一部として存在し、自然から多くの恵みを受けていることを認識して、村の主産業である農業生産活動及び

日常生活等において人と自然とが健全に共生していくこと。 

(3) 環境への負荷の少ない持続的発展可能な社会の構築を目的として、すべての者が、公平な役割分担のもとに主体的かつ積極

的に資源の適正な管理及び循環的な利用等の推進に取り組むこと。 

(4) 地球環境保全に関して、地域の環境が地球環境と深くかかわっているとの認識のもとにあらゆる事業活動及び日常生活にお

いて、積極的に推進すること。 

（基本方針） 

第８条 村は、環境施策の策定及び実施は、基本理念にのっとり、次に掲げる事項を基本として、各種の施策相互の有機的な連

携を図りつつ、総合的かつ計画的に行うものとする。 

(1) 大気、水、土壌等環境の自然的構成要素を良好な状態に保持すること。 

(2) 生態系の多様性の確保、野生生物の種の保存その他の生物の多様性の確保を図るとともに、林野、農地、水辺等における多

様な自然環境の保全及び創造により、人と自然が共生することのできる良好な環境を確保すること。 

(3) 村民が健康で安全に暮らせる潤いと安らぎのある生活空間の形成、地域の特性を生かした美しい景観の形成および歴史的又

は文化的環境の形成を図ること。 



- 3 - 

(4) 廃棄物の減量、資源の循環的な利用、再生可能エネルギーの導入、エネルギーの有効利用を推進し、並びに必要な技術等の

活用を図ることにより、持続的発展が可能な社会を構築すること。 

(5) 地球環境保全を積極的に推進すること。 

(6) 村、事業者、村民及び滞在者が協働して取り組むことのできる社会を形成すること。 

 

2 大潟村環境基本計画年次報告書 

年次報告書は、大潟村環境基本条例第１１条の規定により、作成及び公表しなければならないことになっています。環境基本計

画に掲げている環境施策等の取り組みについて、進行状況を定期的に点検・評価して継続的に改善を図ることで、環境施策の実効

性を高めていくものです。 

3 基本目標ごとの取り組み状況 

平成３０年度の環境関連施策の取り組み状況について、次ページ以降に示します。 

当該年度の達成目標を、可能な限り定量的に設定し、定量化が困難なものは、定性的評価としました。年度毎の達成目標をもと

に点検・評価を行い、事業内容が基本目標の達成に資するものか検証します。 



平成３０年度　事業実施状況
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H30年度事業実施状況

基本目標１　自然環境保全の推進

方針１

取組の方向性

事業費
（千円）

環境エネ室 八郎湖水質改善対策推進事業 3,615

産業建設課 有害鳥駆除事業 120

産業建設課 道路沿い除草事業 1,522

集落地外道路除草事業 2,646

松くい虫防除対策事業 11,000

防災林地内整備事業 15,635

産業建設課 多面的機能支払交付金事業 162,203

産業建設課 環境保全型農業直接支援対策事業 　環境保全に効果の高い営農活動への支援を行いました。 37,292

合計 234,033

　「八郎湖に係る湖沼水質保全計画（第２期）」に基づき、県主導の下、
流域市町村と共に環境保全型農業の推進等に取り組み、環境負荷の
低減に努めました。
　また、無代かき栽培等の促進により、八郎湖への濁水の流出を抑える
ことを目的に、補助金の交付を行いました。
　　【無代かき栽培補助金実績】
　　人数：１６人　　面積：２９１．１ｈ

　堤防沿いを含む道路沿い４３２ｋｍの除草や倒木処理、害虫防除など
を行い、村内の景観維持に努めました。

　農業の多面的機能の維持・発揮のための活動や、農業者と地域住民
や関係団体等が取り組む、農村の自然や景観などを守る「共同活動」に
対し支援を行い、良好な農村地域環境を維持しました。

　鳥獣被害対策実施隊と連携し、有害鳥獣被害の防止に努めました。
　隊員数：３７人、５月から９月まで実施

自然環境及び生態系の保全

（１）八郎湖の水質改善対策を推進します

（２）大潟村特有の豊かな生態系の土台となる、湿地性里山環境を保全・創造します

（３）環境創造型農業を推進します

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

H26 H27 H28 H29 H30

有機栽培 472 457 449 521 346
カバークロップ 3 4 4 4 3

堆肥施用 25 25 24 30 26
ＩＰＭ・秋耕 - - - 206 208
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H30年度事業実施状況

基本目標１　自然環境保全の推進

方針２

取組の方向性

事業費
（千円）

干拓博物館 案内ボランティア支援事業 837

干拓博物館 大潟草原鳥獣保護区管理棟管理員派遣事業 396

合計 1,233

（２）村の動植物の自然環境を把握し、環境保全を指導できる人材を育成します

（３）グリーン電力証書制度を活用した取り組みを推進します

環境活動団体の活動支援、ネットワークづくり

　案内ボランティアによるガイドを行い、様々な場面における学習支援の
充実を図りました。

　会員数：２４名　　ガイド：７２回　　来客数：１，５７４人

（１）環境活動団体のネットワーク作りを支援します

　大潟村草原鳥獣保護区内の野鳥観察舎に管理人を派遣し、大潟村
の豊かな自然の象徴である野鳥の魅力と意義、大潟村の環境につい
て、理解を深めるとともに、人材の育成を図りました。

　来館数：　５５２名

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価
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H30年度事業実施状況

基本目標２　地球環境対策の普及・啓発

方針１

取組の方向性

事業費
（千円）

環境エネ室 134

合計 134

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

公共施設における環境対策の推進

地球温暖化防止対策事業（地球温暖化対策実行
計画関連）

　電気・燃料等の使用量削減などを通じて、役場関連施設及び指定管
理等施設における環境配慮活動を推進しました。
　地球温暖化対策実行計画に基づき、燃料の使用等から発生するＣＯ２
排出量を５年間で基準年度比５％の削減を目標とします。

　ＣＯ２発生量：基準年度比１．４％増加

　施設・発生源別に増加量の多いところについては、原因の追及を行
い、改善していけるよう指導を行いました。

（１）省エネルギーの励行を推進します

（２）公共施設への自然エネルギーの導入・普及を図ります

（３）庁内における環境配慮を推進します
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H30年度事業実施状況

基本目標２　地球環境対策の普及・啓発

方針２

取組の方向性

事業費
（千円）

環境エネ室 住宅用太陽光発電システム導入事業 0

環境エネ室 自然エネルギー地産地消推進事業 352

合計 352

（２）民間による大規模風力・太陽光発電事業を検討し、事業化に向けた支援をします

（３）バイオマス資源の利活用に向けた調査・研究を進めます

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

　太陽光発電の導入を支援し、自然エネルギー発電の普及に努めまし
たが、平成３０年度の実績はありませんでした。

　自然エネルギー（もみ殻バイオマス）を活用した地域熱供給の事業化
について、産・学・官・民・金（金融）で連携し検討を行い、循環型社会の
形成と地域活性化の可能性を模索しました。

（１）住宅用太陽光発電システムの導入を支援します

自然エネルギーの生産供給基地化

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 合計

交付戸数 3 6 8 1 9 2 3 4 0 0 36

※国庫補助はH25で終了

【補助実績】
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H30年度事業実施状況

基本目標２　地球環境対策の普及・啓発

方針３

取組の方向性

事業費
（千円）

産業建設課 農村交流推進事業 0

干拓博物館 企画展示・教育普及事業 1,187

干拓博物館 男鹿半島大潟ジオパーク推進事業 2,075

環境エネ室 7,833

環境エネ室 生物多様性推進事業 10

　学生の農業体験受け入れを行い、環境に優しい農業を生徒に伝えま
した。

　【実績】
　東京女子学院中学校修学旅行農業体験２２４名

　豊かな自然を守り、育て、伝え、さらに自然環境と地域づくりを結びつ
けていくため、干拓博物館と協力して、生物多様性に関する企画を実施
しました。

　男鹿市と協力して、ジオパーク事業の推進に努めました。
　また、大会・研修会等に参加し、当地域の魅力を普及啓発しました。

地球温暖化防止対策事業（ソーラースポーツライ
ン関連）

　ソーラースポーツラインの維持管理を適正に行いました。また、ソー
ラーカーラリー等の各種開催イベント等の支援を行いました。

環境対策の啓発・普及促進

（１）環境学習及び環境意識の啓発を図ります

（２）エネルギーの有効利用を図るための企業の実証実験等に協力・支援します

（３）環境負荷の少ない交通手段を確立します

　主に親子を対象とした体験型教室や大潟村の自然観察会などを開催
し、身近な科学や自然環境・農業について啓発を図りました。

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

参加人数

109

14

23

45

26レインボー万華鏡をつくろう！

博物館教室

事業名

ＧＷ親子科学教室

書道体験教室

あきたスマートカレッジ

プロペラ飛行機を飛ばそう！

参加人数

30

26
27

自然観察会

事業名

おおがたむらのしぜんたんけん

田んぼの生きもの観察会

絶滅のおそれのある野鳥を知ろう！

- 9 -



H30年度事業実施状況

基本目標２　地球環境対策の普及・啓発

総務企画課 マイタウンバス運行事業 21,018

総務企画課 共用自転車の利用 96

合計 32,219

　※共用自転車　17台配置（公共施設）
　　→村民用（観光用）11台、職員用（ｴｺﾗｲﾅｰ）6台

　公共交通の利用促進のためマイタウンバスを運行し、利便性の向上と
自動車の利用による環境負荷の軽減を図りました。
　
　利用者数：２４，６５５人、１日平均６８人

　環境にやさしい交通インフラとして、観光施設、及び公共施設へ配置
した共用自転車を適切に管理しました。
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H30年度事業実施状況

基本目標３　廃棄物の適正処理とリサイクルの推進

方針１

取組の方向性

事業費
（千円）

環境エネ室 ごみ収集運搬業務委託事業 12,152

事業系ごみ運搬業務委託事業 4,573

焼却灰埋立処分業務委託事業 3,074

不法投棄処理事業 31

八郎湖周辺清掃事務組合事業 40,395

環境エネ室 ごみ処分場管理事業 　ごみ処分場リサイクルセンターの維持管理を適切に行いました。 5,323

合計 65,548

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

　広域ごみ処理施設で、ごみの共同処理を行うとともに、ごみの適正な
分別・処理を推進しました。前年度比で４３トン、約４．１％の増加になり
ました。

適正な廃棄物処理の推進

（１）ゴミ分別の周知徹底と適正処理を推進します

（２）廃棄物処理施設の適正管理を推進します

種類 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減率（種別） 割合
可燃ごみ 833t 817t 2.0% 37%
不燃ごみ 33t 28t 17.9% 12%
資源ごみ 194t 184t 5.4% 23%
粗大ごみ 35t 23t 52.2% 28%
合計 1,095t 1,052t 4.1% -
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H30年度事業実施状況

基本目標３　廃棄物の適正処理とリサイクルの推進

方針２

取組の方向性

事業費
（千円）

産業建設課 農業用使用済プラスチック適正処理支援事業 795

環境エネ室 樹木処分委託事業 972

環境エネ室 刈草・落葉有効活用事業 108

環境エネ室 ごみ減量化推進事業 249

合計 2,124

廃棄物減量化・リサイクルの推進

　村有地から発生する刈草や落葉の堆肥化を推進しました。

　生ごみ減量化講習会（エコクッキング）
　参加人数：１７名

　不用衣類回収量：８２４．３ｋｇ

（１）ゴミの減量化とリサイクルを推進します

（２）特に生ゴミの減量、資源化について対策を検討します

　処理量：１１８トン

　生ごみの有機的な活用を推進し、ごみの減量化を推進しました。また、
不用衣類回収事業を行い、可燃ごみの減量を推進しました。

　家庭から発生する庭木の受入により、廃棄樹木のチップ化を推進しま
した。

　処理量：５４トン

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

　廃プラスチックのリサイクルの適正処理に努めました。
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H30年度事業実施状況

基本目標４　環境美化と環境衛生の推進

方針１

取組の方向性

事業費
（千円）

環境エネ室 環境監視員の配置 2,049

合計 2,049

方針２

取組の方向性

事業費
（千円）

環境エネ室 環境美観維持対策事業 566

墓地公園維持管理事業 985

産業建設課 公園（南の池）管理委託事業 4,585

産業建設課 水道施設洗浄委託事業 4,212

浄水場ポンプ更新事業 2,376

管路施設清掃委託事業 7,020

大潟村公共下水道管渠改築事業 15,973

合計 35,717

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

（１）環境衛生活動の推進、環境関連施設の適正管理を推進します

　環境監視員による不法投棄未然防止の啓発活動と不法投棄の回収を
行いました。

環境衛生活動の推進・環境関連施設の適正管理

 ※配置している環境監視員　８名
   環境監視員による不法投棄の回収：４，７５０ｋｇ

　水道施設の維持管理・修繕、管渠改築工事の施工、下水道施設の修
繕等を実施することにより、生活環境の機能保持に努めました。

（２）安全、安心な飲料水の提供と衛生的な生活環境のための上下水道の機能保持に努めます

　公園の適正な管理により美化に努めるとともに、不法投棄の未然防止
と景観維持を目的に、看板の更新、防犯カメラの設置等を行いました。

環境美化活動の推進

（１）不法投棄対策を推進します

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価
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H30年度事業実施状況

基本目標４　環境美化と環境衛生の推進

方針３

取組の方向性

事業費
（千円）

産業建設課 イチョウ・ライラック並木通管理業務委託事業 832

景観作物栽培推進事業 2,761

景観木管理事業 5,602

公民館 花いっぱい運動推進協議会補助金 1,340

合計 10,535

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 ・ 点 検 / 評 価

（１）広大な田園風景、どこまでも続く並木と景観作物など大潟村独自の風景を守り、育て、次代へ継承していきます

　広大な田園風景と桜と菜の花は大潟村の風物詩となっており、これら
の景観整備を継続して行い、また、村の花であるサルビアを各住区ごと
に自主的に植栽することで村の景観の美化に努めました。

田園風景の保全・景観づくり活動の支援
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令和元年度　事業計画
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令和元年度事業実施計画

基本目標１　自然環境保全の推進

方針１

取組の方向性

予算額
（千円）

環境エネ室 八郎湖水質改善対策推進事業 5,596

産業建設課 有害鳥駆除事業 120

産業建設課 集落地外道路除草事業 2,447

道路沿い除草事業 1,800

松くい虫防除対策事業 28,891

防災林地内整備事業 14,603

産業建設課 多面的機能支払交付金事業 162,203

産業建設課 環境保全型農業直接支援対策事業 53,560

合計 269,220

自然環境及び生態系の保全

（１）八郎湖の水質改善対策を推進します

（２）大潟村特有の豊かな生態系の土台となる、湿地性里山環境を保全・創造します

（３）環境創造型農業を推進します

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

　県主導のもと、流域市町村と共に水質保全型農業の推進等に取り組
み、環境負荷の低減に努めます。
　無代かき栽培等の促進により、八郎湖への濁水の流出を抑えることを
目的に、補助金の交付を行います。

　【無代かき栽培補助金実績】
　人数：２２人　面積：３４９．８ｈａ
　鳥獣被害対策実施隊と連携し、有害鳥獣被害の防止に努めます。

　農業の多面的機能の維持・発揮のための活動や、農業者と地域住民
や関係団体等が取り組む、農村の自然や景観などを守る「共同活動」に
対し支援を行い、良好な農村地域環境を維持していきます。

　環境保全に効果の高い営農活動に対して支援を行います。
　【R1年度申請状況】
　（１）有機栽培：３４８ha　　　 （２）カバークロップ：４ha
　（３）堆肥施用：２６ha　　　　 （４）IPM・秋耕：４４３ha

　景観、環境の整備面から防災林等の適正な維持管理に努めます。
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令和元年度事業実施計画

基本目標１　自然環境保全の推進

方針２

取組の方向性

予算額
（千円）

干拓博物館 案内ボランティア支援事業 1,184

大潟草原鳥獣保護区管理棟管理員派遣事業 492

合計 1,676

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

 案内ボランティアによるガイド案内と、様々な場面における学習支援の
充実を図ります。また、国指定大潟草原鳥獣保護区内の野鳥観察舎に
管理員を派遣し、人材の育成を図ります。

（１）環境活動団体のネットワーク作りを支援します

（２）村の動植物の自然環境を把握し、環境保全を指導できる人材を育成します

（３）グリーン電力証書制度を活用した取り組みを推進します

環境活動団体の活動支援、ネットワークづくり
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令和元年度事業実施計画

基本目標２　地球環境対策の普及・啓発

方針１

取組の方向性

予算額
（千円）

環境エネ室 69

合計 69

方針２

取組の方向性

予算額
（千円）

環境エネ室 自然エネルギー地産地消推進事業 1,055

合計 1,055

公共施設における環境対策の推進

地球温暖化防止対策事業（地球温暖化対策実行
計画関連）

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

　電気・燃料等の使用量削減などを通じて、役場関連施設および指定
管理施設における環境配慮活動を推進します。
　地球温暖化対策実行計画に基づき、燃料の使用等から発生するＣＯ２
排出量を平成３０年度からの５年間で基準年度比５％の削減を目標とし
ます。
　R1年度目標：基準年度比-２％

自然エネルギーの生産供給基地化

（１）住宅用太陽光発電システムの導入を支援します

（１）省エネルギーの励行を推進します

（２）公共施設への自然エネルギーの導入・普及を図ります

（３）庁内における環境配慮を推進します

（２）民間による大規模風力・太陽光発電事業を検討し、事業化に向けた支援をします

（３）バイオマス資源の利活用に向けた調査・研究を進めます

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

　自然エネルギー(もみ殻バイオマス)を活用した地域熱供給等の事業化
を含め、循環型社会の形成と地域活性化の可能性について検討を行い
ます。
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令和元年度事業実施計画

基本目標２　地球環境対策の普及・啓発

方針３

取組の方向性

予算額
（千円）

産業建設課 農村交流推進事業 50

干拓博物館 企画展示・教育普及事業 1,146

干拓博物館 男鹿半島大潟ジオパーク推進事業 2,944

環境エネ室 8,618

環境エネ室 生物多様性推進事業 367

総務企画課 マイタウンバス運行事業 20,410

総務企画課 共用自転車の利用 170

合計 33,655

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

地球温暖化防止対策事業（ソーラースポーツライ
ン関連）

　ソーラースポーツラインの維持管理を適正に行います。また、スポーツ
ラインで行われる各種開催イベント等の支援を行います。

環境対策の啓発・普及促進

（１）環境学習及び環境意識の啓発を図ります

（２）エネルギーの有効利用を図るための企業の実証実験等に協力・支援します

（３）環境負荷の少ない交通手段を確立します

　学生の農業体験受け入れを行い、環境に優しい農業を教えます。

　豊かな自然を守り、育て、伝え、さらに自然環境と地域づくりを結びつ
けていくため、生物多様性の重要性について普及啓発を図ります。

　公共交通の利用促進のためマイタウンバスを運行し、利便性の向上と
自動車の利用による環境負荷の軽減を図ります。

※共用自転車　11台配置（公共施設）　

　主に親子を対象とした体験型教室や大潟村の自然観察会などを開催
し、身近な科学や自然環境、農業について啓発を図ります。

　男鹿市と協力して、ジオパーク事業の推進に努めます。
　また、大会・研修等に参加し、大潟村の魅力を普及啓発します。

　環境にやさしい交通インフラとして、観光施設及び公共施設へ配置し
た共用自転車を適切に管理します。
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令和元年度事業実施計画

基本目標３　廃棄物の適正処理とリサイクルの推進

方針１

取組の方向性

予算額
（千円）

環境エネ室 ごみ収集運搬業務委託事業 12,537

事業系ごみ運搬業務委託事業 2,321

焼却灰埋立処分業務委託事業 3,267

不法投棄処理事業 150

八郎湖周辺清掃事務組合事業 37,200

環境エネ室 ごみ処分場管理事業 6,118

ごみ処分場整備事業 1,253

合計 62,846

適正な廃棄物処理の推進

（１）ゴミ分別の周知徹底と適正処理を推進します

（２）廃棄物処理施設の適正管理を推進します

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

　ごみ処分場リサイクルセンターの維持管理を適切に行います。また、
経年劣化の激しい処分場の設備等の改修等を行います。

　広域ごみ処理施設で、ごみの共同処理を行うとともに、ごみの適正な
分別・処理を推進します。
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令和元年度事業実施計画

基本目標３　廃棄物の適正処理とリサイクルの推進

方針２

取組の方向性

予算額
（千円）

産業建設課 農業用使用済プラスチック適正処理支援事業 863

環境エネ室 樹木処分委託事業 1,166

環境エネ室 刈草・落葉有効活用事業 110

環境エネ室 ごみ減量化推進事業 299

合計 2,438

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

　廃プラスチックのリサイクルの適正処理に努めます。

　樹木の受入や廃棄樹木のチップ化を推進します。 

　刈草や落葉の堆肥化を推進します。

　生ごみの有機的な活用を推進し、ごみの減量化を推進します。また、
不用衣類回収事業を行い、可燃ごみの減量を推進します。

廃棄物減量化・リサイクルの推進

（１）ゴミの減量化とリサイクルを推進します

（２）特に生ゴミの減量、資源化について対策を検討します
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令和元年度事業実施計画

基本目標４　環境美化と環境衛生の推進

方針１

取組の方向性

予算額
（千円）

環境エネ室 環境監視員の配置 2,049

環境エネ室 八郎湖クリーンアップ作戦事業 1,311

合計 3,360

方針２

取組の方向性

予算額
（千円）

環境エネ室 環境美観維持対策事業 574

墓地公園維持管理業務委託事業 1,015

産業建設課 南の池公園管理委託事業 5,128

南の池公園施設整備事業 4,296

産業建設課 水道施設洗浄委託事業 4,845

管路施設清掃委託事業 7,998

大潟村公共下水道管渠改築事業 108,000

合計 131,856

（２）安全、安心な飲料水の提供と衛生的な生活環境のための上下水道の機能保持に努めます

環境美化活動の推進

（１）不法投棄対策を推進します

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

　環境監視員による不法投棄未然防止の啓発活動と不法投棄の回収を
行います。

　八郎湖堤防沿い約３７ｋｍのクリーンアップを行います。

環境衛生活動の推進・環境関連施設の適正管理

　水道施設及び下水道施設の維持管理・修繕等を実施することにより、
生活環境の機能保持に努めます。

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

　公園の適正な管理により美化に努めるとともに、不法投棄の未然防止
と景観維持を目的に、看板の更新や雑草・雑木が繁茂する場所の草刈
を定期的に実施します。

（１）環境衛生活動の推進、環境関連施設の適正管理を推進します
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令和元年度事業実施計画

基本目標４　環境美化と環境衛生の推進

方針３

取組の方向性

予算額
（千円）

産業建設課 イチョウ・ライラック並木通管理業務委託事業 926

景観作物栽培推進事業 2,816

景観木管理事業 4,215

公民館 花いっぱい運動推進協議会補助金 1,410

合計 9,367

　広大な田園風景と桜と菜の花は大潟村の風物詩となっており、これら
の景観整備を継続して行い、また、村の花であるサルビアを各住区ごと
に自主的に植栽することで村の景観の美化に努めます。

実施事業 所管課 事 業 名 内 容 と 目 標

（１）広大な田園風景、どこまでも続く並木と景観作物など大潟村独自の風景を守り、育て、次代へ継承していきます

田園風景の保全・景観づくり活動の支援

- 23 -


